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神戸アジアタウンと長田のまちづくり

1 .なぜアジアタウンなのか

阪神大医災で，大火災の犠牲を111した長田

区には，大正B寺代の植民地政策によって，多

くのイ1:11韓国朝鮮人が移動・定住し，戦後の

ケミカルシューズ、注業は在日韓|司朝鮮人をq，
心とした人々の努力によって発出してきた。

約9000人のイt:l1韓国朝鮮人のほかに，約500

人の[I!fkl人，多くの台夫・沖縄，同114・九州、|

の故郷の村を離れた人々が，一つIliJじ出根の

.kJ~ ， 一つの路地にJ~lr ;J )I:} iで特らしてきた。

近年では，約500人の定住ベトナム人をは

じめ， フィリピンなどアジアのi手[klを離れた

人々 ， ラテンアメリカのH系人など， 28ヵ国

の外Ik}給付:以がこの街で働いている O 長川区

の広災，jijの人1113万人のうち約一)j人強が外

Ikl籍住民であった。今1"1のiぷ災では，比較的

米1111年川のMい，ニユ一力マ一とよばれる外

|い川I~J将主籍j許H什位i七:μ以:の峨島湯;や 't作!七i活の場でのk担樹被被~民皮;占支lブゾI1λi作jがλ大4 きく，

l パi宇;来史定定:のl明担によつて行政やボランテイア↑怖!
いきわたらなカか瓦つたO 緊急放送であるFMユー

メンやFl'v1ヨボセヨ(後に地域FMIFMわい

わぃ」としてI巡りされる)や，定住外[I~I人生

活復興センタ外国人地i辰ぷ↑l

(刻多文文;化j共七Vけ/刊住|七:セン夕一)λ，さぽ一と2幻1などの

被災ベトナム人文J媛麦ネツトなどの努ノ力Jにもか
かわらずず、，以災後 l年を終たノト11でも約100

~Iが公IAIでの避難生活を余儀なくされている。

しかし，広災のとき，我々は[kl籍の日11なく

助け代う終験をしたといわれる o ，札駒栄公園

のように，ベトナム人と[I本人が共に災難を

受けた{II"I¥Jとして連，市する動きもあるO 長川

の[Iil¥:は， こうした経験を'1:.かし，アジアの
-11としてアジアの係地の人々とつながって

-29 

森栗茂一

いることを』諮りに思い，共生してし、く街を作っ

ていきたいと考えるO その中核がアジアタウ

ンであるO

震災後の長HIでは，ケミカル産業の復興・

展望は同難をきわめ，区人口が95000人と激

減して商業も円しい。そこで，県rfiの捉nnす
るアジアlこ1.H)，1，¥をすえた長田での 1[11際ボラ
ンティア文化交流センタ-整備」や「靴のま

ちながた構想」を視野に人れ岳jL{i::の活性

化に寄1]-する陀業・観光複合的なフアツショ

ンリゾートの核・ド町らしい文化の発イII拠点

としてアジアタウンを実現し，地)1.":産業・，rH
業の復興に寄り-したいと「神戸アジアタウン

基本構怨J(1996{f 1 )] 26日)はうたってい

るO さらに，アジアの一員として生きるこの

街に魅力を感じる打荷やアジアの間学生が交

流し，住み忙{れた街に反りたい高齢Ji-もJt't
するような街をっくり，地元住民の'L爪IJ}iE
の核としたいという O

2.仲間との出会い

震災直後から新長川市部地15{でのアジア焼

肉街構忽を思いついた私が，後にアジアタウ

ン推進協議会をおこす在日韓国人の|削IIIIjさ

んと初めて会ったのは，長田区御蔵通 5J 11 
の焼け跡だった。ピースポートを地ノじに，)Iき

継いだボランティア団体「すたあと」での

「これからの長川をイ号える会Jであったo [ベ

!由i整1Eft，jt:;たが部J!jJt・ l判決定される [n~ljíjの，騒

然とした 3JJ1211であった。

熱心にケミカル作業の長災以後の現状と将

来について語り，十IP}Iファッションシューズ

協議会による復111について語る|、持さんに篤い



査ゃったら，エエ人，知っとるから」と，携

帯電話を取り出した。紹介されて行った先が，

南加工。顔を見るなり， 1アレ， どっかで会

いました?J1先生，何，言うとんo ~すたあ
と』で会うたゃないですがJ1アー，長田は
狭い」と大笑い。

南さんの紹介で，民団商工会に全隆男さん

を訪ねた。震災復興のためのワールドタウン

の示唆と，その調査協力の約束をもらう。全

さんの指示で，李相泰さんから電話がかかっ

てきた。在日フォーラムでのコリアタウン研

究や，県との協議による国際タウン構想、につ

いて伺った。「その話は前から研究しとっ

て…」。相泰さんの厳しい言葉にピリピリし

ながら…。

かくして， 1すたあと」

た。ケミカルの大手でもない靴の底屋さんの

社長だという南さんが，ケミカル産業全体に

対して，壮大な将来ビジョンを持っているこ

とに驚樗した。

その頃の私は，御菅のガレキ撤去を竹内千

恵子さんら地元の人達とすすめつつ，長田南

部の復興を，六間道や真陽の人々，会長だけ

ではなくお好み焼き屋や市場に寄っては話し

込んでいた。 5月某日，真陽の丸五市場の

1)1頂ちゃん」キムチ屈によって， アジア焼肉

街に関する意向を立ち話で聞いていた。この

とき，たまたま屈に李孝さんがいた。李孝さ

んは，以前，外国語学校の職員で，その学校

の日本語学科設立で面識があった。「イヤーァ」

ということになり，震災で彼の倉庫が倒壊し

たことを話ながらも， 1焼肉屋の再建意向調 の代表であった関
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懇談会でのアジアタウンの討議を「特報」で伝える『東京新聞Jl(1995年6月27日)
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l凡i大学の 1谷11さんが司会する長川の良さを
'l:.かしたまちづくり懇談会では， 6 J J ~ß ， r有

さんの新長田駅北の|豆両整理事業|メ域におけ

る只体的なアジアタウンのul神iの一進一返と，
私の長川|ズ全体のなかで考えようという戸が

交錯した。|判さんとて長UJ全部のことを視野

に入れていたが，当面は細1114・5]"t jまち
づくり協議会からの提案であった。 -}jの私

のアジア焼肉街構想、は地元兵陽地|ズの共同再

建，;j-[fllIにおいて介意がとれずに頓持してしまっ

た。懇談会では，ベトナム籍住民の支援をし

ている 11比野純ーさんや，定住外[I~j人生活復

興センターの令'r~( 山さんとも，多くの外ri~l籍

H:以とともに{i:む思かさを長fllのまちづくり

に'1:.かしたいとIiEしあった。それは，まさに

私の'1:.まれた松野通 1ftiの長以であった。
隣のおばさんから，キムチをもらって行き米

する，業しい1d-長の風景であった。定時制の

1~111 r.業，::J校の教日Itj時代には，生徒の職場訪

日uで，I¥i場をまわった。 rJj局場には「枠[14凪の
wのお好み焼き」が並び，食べ歩いた。安会
の飲み!-'(l.では，イ1:11のおばさんと削鮮の太鼓

を川Jいて削った。昼食のお好みがo!-'(-{の鉄板の

偵には，いかなごの釘点と大似キムチが作び，

J令誠J，j(からは枠[1司凪ドブロクが111てくるO 長

川人としての私の原点である。

こんな私が， アジア焼|勾街を!よい、ついたの

である O その干Lを，市さんは9) jからアジア

タウン推進準備会に招いてくれた。会議に山

て驚いた。竹内さん，全さん， 4:さん，本11奈
さん， 11比野さん，買古ーさん谷さん， み

んないる O 私は， この楽しし吋11111¥1とともにア

ジアタウンを作っていける O この人nIJ関係こ
そが， この不十:な長災で、私が得たM:大の幸福。

ちなみに，私の性家は|判さんの'1:.家の150m

VLjにあり， I判さんは夢野台高校の大先輩であっ

た。

「アー，長川は狭いJ，そして，楽しし、。
IElt¥にIî おう O 私には震災l~íJ，枠[ I~j朝鮮籍

かの少し異質なイヂイl]として， たまたま枠[f~j 

朝鮮籍を持つ友人は少しはいたが…。私は，

生まれながらにして，韓国朝鮮住Nに違和!惑

を持たない長J4に'1:.まれながら，長じて彼ら

との付き代いはなかった。ニューカマーのベ

トナム人の作イ1':は，まったく知らなかった。

震災以後，アジア焼肉桂Jを，思いついたのは，

とりもなおさずのkJ.長生まれの性であろう O

しかし，全さん，孝さん，相奈さん， γf山さ

んと初対IBIのH与の緊張は，他でもない，長HI

の住民の一言IJにもなる人々とほとんどIf[I識が

なかったという私の街かな差別意識によるも

のである O

前近代のXJJIJは，部落走別など制)交として

口に見えるものであったが，近代の/;JJljは，

被差別-11.をIIJ視しないことによる来日Ijである。

これは，他ならぬ私の指摘である cr伐lliい
と近代目存JIリ]イIi!Hg，1995)0そして， こ
の司視しないXJJljは，多くの長111住以が持っ

ていた， いやノトもあるO ただ，地震があって，

可視せねばならなくなったのだ。

しかし， IIJ制してみると，楽しい{lltll¥1が問

えた。新長川のお好み焼き屈で， イ作l正:11斡lい凶I氏同~j中|ドI刊;問リ

魚鮮下のイや利仲11巾1ドlt問!H川i日1とキムチでで、飲んでいると， [1本籍な
どどうでもいい，俺たちは長山人だと!ぷう O

だからこそ，ぼくはこの仲間の抱えている，

地方参政権のない九:しみや指紋押捺のJ151:しみ

を， 1'IJじ長川人の!日j題としてかたときも忘れ

ることはできない。

地}j参政権や指紋押捺の問題を，かわいそ

うな外[kj人の人権疎外の問題と促える|限り，

本711のJt't:.はない。地長で被吉が大きく，復
旧できなl¥かわいそうな外国人を励ますため

にアジアタウンをやるのだとしたら， Jt'I:.な

どありえない。

3. ベトナム系長田人の発見と共生の困難さ

アジアタウン推進協議会ができた1996'rf1 

)jから， 11比野さんら被災ベトナム人支援グ

の友人はほとんどなかったo 111本社会のな ループと接触するようになった私は，テト
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(旧正月)に誘われた。テトでは，南駒栄公

園で会う「特別な人々」としてのベトナムで

はなく，ベトナム籍住民に会うことができた。

2月18日(日曜)，新長田図書館の下の細

田総合福祉センターに行った。はじめてベト

ナム人社会のなかに入るぼくは緊張していた。

ところが，行ってみて驚いた。誰が支援ボラ

ンティアの日本人なのか，誰がベトナム人な

のかわからないのである。金髪に染めてヤン

キ一座りをする若者や日本語でイタズラをす

る小学生がいたり，ちょっと色白で上品な奥

さんが餅ちまきを切っているO

彼らが長田の住民であることを，改めて発

見した。そこには，普通の住民の生活があるO

ただ， 日本語が不自由な人が多くて，意思、の

疎通が困難なことだけであった。パーティー

の食卓をのぞいてみると，図のようになって

いた。一つ一つベトナム語の料理名を聞いて

いると，筑前煮・鯖のきずし・お好み焼きが

登場するO これはベトナムのテトではなく，

ベトナム籍長田住民の長田のテ卜の料理なの

だ。
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第2図 1996年2月18日長田テトのテーブルの料

理(細田地域福祉センター)

キムチや沖縄・奄美料理はお好み焼ととも

に，国籍や出身に関わりなく長田人の郷土料

理であるO ベトナム料理やフィリピン料理も

我々の誇る郷土料理としたい。こうしたアジ

アの香り・情報を，アジアの人と同じ眼の高

さで発信する長田のまちづくりの核として，

アジアタウンを提言しようというのであるO

私は，地震によって，自分が長田人である

ことを発見した。その結果歩いてみると，今

まで可視できなかった，奄美・沖縄，韓国朝

鮮，ベトナムが見えてきた。その結果，己の

差別意識に気づいた。その差別意識を克服す

るため，アジアタウン推進の活動に参加して

いるO

震災以後，長田では外国系住民と，日本人

住民との聞にかつてない信頼が芽生えたとい

われる O 役所やマスコミはこれを「共生」と

よび，新しいまちづくりの核にしようという O

新たな神戸まつりでも「共生」がテーマとなっ

ている。とはいうものの，大多数の日本人に

とって，震災以後の外国籍住民との共生はな

かなか困難な課題である。「結構」と総論賛

成でも，実際に隣の外国人と仲良くすること

は，言葉や習慣の上でなかなかめんどうなこ

とである O

今年のテトでも，互いを知り合おうと祭太

鼓をしてもらったところ，一部には神聖なテ

トを械したと誤解するベトナム人も少なくな

かったという O アジア自由市場についても，

いざ始まろうとすると， Iまさか役所が，任

意団体の活動にお金をかけるようなことはな

いやろな」と，足をひっぱる声が出てくる。

実際にアジアタウンが自分の地区にできると

なると，各論反対の声は大きくなるだろう O

しかし，ボーダレス時代において，共生は

好むと好まざるとに関わらず必要とされる O

震災で外国籍住民の姿を我々は発見した。な

らば，外国籍住民を可視して，ともに生きる

楽しさを追求するしかなし'0日本籍住民が外
国籍住民を可視して，新しいアジアの一員と

して生きる街を作る核としてアジアタウンの

実現をめざしている。

だからこそ， この町で生きる在日韓国朝鮮

人の仲間は，コリアタウンでは駄目で，アジ

アタウンだと考えているのであるo
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4. アジアの多様性

ところで， H本における「アジア」とはど

のような，む味を持っていたのか。そして，現

状ではどのような意味を持つのか与えてみよ

つO

そもそも，欧米請|司にとって，アジアとは

非欧米作jな社会，あこがれの「オリエント」

にすぎなかった。オリエンタリズムであり，

そのあこがれ11併存に変わるのが， 18'"'-'19 11t~己

の航民地主義であった。

1911t紀に人って，あわてて欧米化しようと

した 11本は， 川清戦争の勝利を機に， 11本社

会が急速に II~]家にのみこまれていくのと 1 ，iJ時

に， 11本人の大、|そはアジアを劣った地域のIkl

家昨としてDH解した。 II~I境を越えた，多織な

人々・多椛なIj:)!iがあることを凡火った。

ノ今~I什1 ， IアジアのH与代に耳采Eり1起王れるなJ(的内
な「アジアのl川l'十似t(JIアジアの;拠処人
台能巨」 という物， îい-ιし、が悩|ド附;川4や λ大~I阪以などど、でしきり

lにこ訂f行iられる O しかし，一八二，}ij，欧米にillいっ

きょQい越し， アジアとは住むIItWが追うと

「経済大II~IJ を，ât，，\::fXしたのは IH(~ であったか。

とうの liltにバブルがはじけてしまった「経済

大IklJの幻影を後11:.大'jiにかかえつつ，アジ

アのハブとは聞いてあきれる O アジアを，木

だに白砂l~( II~ ~:: '1' ; i;でIJ1-J允が進みつつある允以途上

の1kl衣川・ dj場とflH解することは，劣ったア

ジア II~I衣川の liAtli裁と {IIJ らかわらない。

アジアは， タイやビルマ・マレーシアとい

う1kJ:家巾仇で Jfjれないこと，多段な仏~Jj矢・多

段な文化の総体であることの1I忍l識がない。我々

はアジアを II~]家肝ごとの Ilj場と川る幻;包!をや

めた}jが則夫[ドjである O むしろ，アジアのIk]

家の仲に人らない，いや州人レベルでいえば，

点，Nアジアでは断史的には家紋名も|リl雌でな
く，家肢の作が不明確な多段な社会であるこ

とを，E'II併すべきである O そして，アジアの

その多段性に学ぶことから，我々の近代が作っ

てきた別イ，~， ステレオタイプの1k]家・ 1k]以矧

を打ち破り， 1 k]以から 1¥1"以へ， II~]家経か初=ら

地域lt活へと視点を移す必要があるO

そうしたi議論はさておき， 20歳前後のA'，:{i-

の問では，そうした同家群市場としてのステ

レオタイプのアジア観は崩れているO 彼らは，

シンガポールの大ホテルで、デ、イックリーのショー

におく訟をはたくかと思えば，バンコクのスラ

ムのあばさんとも気軽に話し介う O 思いつき

でタイ東北川へ行っては，農家に住み込み，

「おしん」のIiRをしているO 東京では，フリー

ターとして，ベトナム人と一緒に話しあい，

日本IEI籍の人との賃金の疋や，外l五|人校長求に

ついてiiRあっているO 彼らはタイのなかにも，

モン族もカレン放・タイ族もいろいろいる 'j~ 

を矢1Iっている O

そして， hi:ll，台北でリリースしたチャゲ
アスやマレーシアでリリースしたサザンを|出

きながら，アジアの多様性を肌で矢11っている

のだ。神}1アジアタウンは，そうした行行・の

感覚lこI訴える街になりたいと思っている O

5. アジアをみすえた観光立都

神}I観光がik'災で大変は打撃だという O 制

光施設が復川したのに，観光符が民らず深刻

なiA訪tだという O そのtT開にはどのような，
新たな 11.式みが必~なのだろうか。大観光l時代

だからといって，またもやチャチな観光JfUi，没

を復111した所で，本、1'(に観光名が米るのだろ

うか(イi森秀:-I大観光時代とtl!り i制光の復
興Jrt!Jl} i新|出J1995{I:ll)J19r 1) 
そもそもWl光とは巾なるI羽子己ではない。 dj
以が我が!IIJをld}りにjぷい，その魅力を他地の

人々に分けリえる行為である O その代償とし

ていくばくかの経済利益を得るにすぎない。

この点が|リj昨にならねば，異人館やホテルを

いくら修復しても，長期的には観光半年は)えら

ないのではなかろうか。

長:災以前， 1 Jj内外地の観光拠点が IJjの施策

として開発された。 児人館やワイン城，フルー

ツ・フラワーノfーク，ノ1<Ji矢館，ノベ'1'牧j:J，j，ポー
卜アイランド，がわ1:長，新神戸ロープウェー・・。

円
べ
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しかし，長田には観光施設も宿泊施設もなし、。

観光空白区であった。長田は神戸観光のなか

で，市役所にとっては，誇りに思ってもらえ

なかった場所ではなかったか。

しかし，震災以後，我々は長田の良さを模

索しながらまちづくりを考えてきた。その結

果，長田は様々な外国籍の住民や，奄美・沖

縄，九州・四国の人々を受入れ，心豊かに暮

らしていたことがわかった。

また，大正時代からこの町に住み着いた沖

縄・奄美の同胞も，我々の誇りだ。長田には

おいしい奄美・沖縄料理の庖があるO 鹿児島

県産品の屈もある O 台湾料理の屈も御菅に復

旧した。いまなお避難所暮らしのなか頑張っ

ているベトナムの方の炊事場からは，繊細な

味のベトナム料理の香りがする O

この誇りを生かした観光スポットを作る必

要がある O これが神戸アジアタウンである O

もう一方で，震災がいっ来るかと恐れ，防

災まちづくりをしている東京都民や世界中の

人々が，長田の震災経験や復興まちづくりの

経験を知りたがっている。そこで，震災記念

的な場所やガレキなどの記念物を町の各所に

保存，オブジェ化し，まちづくりの様子や震

災の厳しさが理解できる博物館を建設する必

要がある O 菅原市場は，寅さんも引き寄せた

聖地である。

震災は悲し ~ì。しかし， 震災経験やまちづ

くりを語れる人や場所があることも，世界の

長田にとっては誇りなのだ。

アジアタウンの味の楽しさと， 震災の厳し

さ・防災まちづくりの学習コースを設定すれ

ば，全国の自治体やまちづくり関係者，修必

旅行客を誘致できるだけではなく，躍進する

アジアの国々から，多くの来訪者を得ること

ができる。

高度経済成長以後，神戸経済はファッショ

ン産業や観光・コンペンションに多様化して

きた。異人館街の繁栄といい，ポートピアの

成功といい，国際都市神戸の売り込みは成功

した。しかし，神戸の国際イメージとは，つ

まるところ，圏内向けの欧米イメージではな

かったか。長田は，我々の誇りに思うアジア

の人々とともに生きるこの町の魅力，昧， と

もに辛酸をなめた震災経験を， 集客に転換す

る知恵を持つべきではなかろうか。

役所はこうした市民の声を生かして，観光

の復興をすすめるべきであろう。

6.神戸アジアタウンの計画

(1) 西の副都心まちづくり協議会とアジアタ

ウン推進協議会との関係

実は，アジアタウンの構想には二つある O

一つは，長田区南部の各自治会やケミカル工

業組合・商居街理事長などが集まった，官製

の巨大なまちづくり協議会である「西の副都

心まちづくり協議会」が商業活性化部会を作っ

て検討している， ワールドアジアタウン構想

である O これは，新長田南部地区第二種再開

発の網にかからなかった本町通りや六間道商

店街・真陽地区・駒ヶ林の活性化をどのよう

に考えていくのかという認識にもとづいて構

想されている。商業活性化部会の発想は，西

の副都心まちづくり協議会の事務局長で，復

旧の仮設共同居舗「パラールJ(約120庖舗)
の経営管理をすすめてきた久二塚まちづくり

協議会の事務局長でもある東さん， 三谷さん

が森栗の素案を協議検討した，たたき台があ

るにすぎない。

これに対して，神戸アジアタウン推進協議

会がすすめているのは， I靴のまちながた構

想」にもとづいて，新長田駅北区画整理事業

地域において展開している計画であり，在日

韓国人のつながりが中心となっており， 南信

吉さんが会長である O 三谷も森栗も東もここ

には出席している一方で，ワールドアジアタ

ウンの計画の北部地域(ノースアジア部会)

として神戸アジアタウンを位置づけている O

事実，96年 7月からはじめるアジア自由市場

の場所は，区画整理事業用の土地を，西の副
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都心まちづくり協議会が借りる形になってい

る。任意団体ではなく，市が震災前から認知

していた大きなまちづくり協議会が借りる形

になったのである。

二つのアジアタウン構想が並立し，協力し

あうことはどのような意味を持っているので

あろうか。両方を仕掛けた私の意図は，以下

の図にある。

震災前，日本人には，在日韓国朝鮮人に対

する反発，差別意識と親近感とがないまぜで

あった。それが，震災以後，人口が10万を切っ

て，アジア籍住民の魅力を打ち出すしか，商

業活性化の道はなくなってきている。これが，

西の副都心まちづくり協議会のワールドアジ

アタウン構想である O

これに対して，韓国朝鮮籍住民の側は，震

災以前は民族タウンの意識が強かったのに，

震災以後，ケミカル産業の再生を含めて， こ

の町に生き，ニューカマーとともに生きてい

く町を自覚した。だから， コリアタウンでは

なく，アジアタウンなのである。

(2) 神戸アジアタウン推進協議会の活動計画

① 神戸アジアタウンまでの短期的活動

アジアタウン建設までの，誘導的活動

として，以下をこの 2---3年に計画して

いる O

日本籍住民

震災以前 在日韓国朝鮮人への反発 ・差別意識

+ 
在日韓国朝鮮人への親近感

震災以後長田のまちの良さ ・誇りの一つを発見 川西の副都心まちづくり協議会

+ ↑ | 商業活性化部会
商業活性化の必要/人口10万を切る一一一」

在日韓国朝鮮住民
震災以前 コリアンタウンをつくって，アイデンティティを確認できる場を

+ 
日本の中に生きる

+ 
震災以後 長田のまちに生きることの宿命 ・意味

ケミカル産業の再生吟靴のIIIJfJがた構想j
アジアタウン推進協議会

第3図 「副都心の商業活性化」と「ケミカル産業の復興」との関連
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(a) くつのまち…ながた，アジア臼巾rfi

場(1996年7月"-'1998年)

-地J己出!古や外国籍住民の出屈など

.アジアの木の植樹

-靴作業の展示即先

・アジア料理とアジア行楽ソフトの促

• 1lj) jの各民族文化ごとのイベントの

実施

(b) 標識の多註語化

従米の漢字・英語に加えて，ハンクツレ・

ベトナム文字を加えたい。

・r¥j't宅地ド鉄・パスの標識，公共施l没

のぷぷに上記文了:をJJIIえるO

.JR・私鉄駅についても，多λ'ri!iJ:<.
ノJ¥を求める O

・|刻係手).ノヴ [1rÎ と辿探して~重り名称や

IIJJぷノJ¥にも，多 lilfiぷぶを求める。

(c) 長川のアジア的.iiIJInの発掘・ J，'ilfi:

長川の朝鮮食材や俗夫・沖縄食材・

ベトナムネ刊立などの技能・資産をiiJiilfi:

し， ~J~業，lhLúj に桟り込み，白{ょしてい

くO

(d) アジアタウン迎仰の'H:!主主体のl没収

② アジアタウンのJim(1998"!:，，-，2001"f) 
(e) 靴r.ぽ街や靴の資料館・アジアイベ

ント広場・アジア映rr"iu1¥を合めたファッ
ションリゾート施l没・アジアタウンを，

fi:以定住・アジアの開学生施設を合め

た形でrljに建設促 1iしてし1くO 叶推進

協議会は，民1141資本と述絡をとり，そ

のill1P;主体の1¥1核となるJH志がある O
(f) 1没収されたアジアタウンをFMわい

わいの↑fj報発イ11と結び付け， [EII際ボラ

ンティア文化交流センターとも辿燐を

とり， ト町らしい1kl際交流拠点とするO

③ アジアタウンを合めた， 1三川市;'i[~の行j~

rUII}開発への連携

[JLjのl，iiJ行1)心まちづくり協議会の[{'HX1百

件化郎会の与える「ワールド・アジアタ

ウン構想」とも連携し，以ドの事業を視

野に入れて，協力していきたい。

(g) アジアをキーワードとした国際ボラ

ンティア施設・ [EI際学校・靴のマイス

ター学校の設立・誘致， Jt'tをキーワー
ドとした福祉専門学校・福祉のまちづ

くり・食肉資料館などに関しても，述

携をとって協力していきたい。

(h) 閃[JLj恒港との連絡パスなどの直接交

~重 T.段や市j速湾岸線l判駒栄11\ 口と長 111

S.A.を制野にいれた，長1H南部全体

のまちづくりについても，協力・して

いきたい。

(3) FMわいわいの使命

|司じ外 II~I人 1 ~ IJけFMiこFMココ口があるO

大阪市港のアジアトレードセンターにスタジ

オを円き，広域川波数を持弘行政が支援し

ている放送JIIJであるO 残念、ながら， FMわい

わいはそれに比ぶべくもない，ボランティア

スタッフにより 1MのミニFMにすぎなし ¥0

しかしFMココロが，外Ikl人的慨に徹してる

ため， 日本人にはわからないことや古，干?楽が

少ない{恒似qぜ頃1町i

は，十中)Iに1i'かねば聞けないアジアljlftと行
来のシャワーに徹する必要がある O 長川とい

うおもしろい街が怖械を允しているNI)iを打

ち11¥し，長川まち遊び'tr'j械をtlt供する必!起が
ありそうだ。

したがって， ~üW1[下j にはじ)1 からのアジア

1'1山市場の，イベント情報や，街角サイクリ

ンク、、の↑|Ij報スポットの紹介などを以|泊してい

く必要があろう O そして，将米((，Jには，アジ

アタウンを11I心とした長川のコミュニティー

FMとして， :111セクターでill1日される II}IJ/:J

允ビルのれヲIHill1討会社，ながたまちづくり会

社と捉除して，アジアタウンを11I心としたま

ちづくりの地域情報に徹する必裂があると出

つO

(4) くつの街…アジアfII11 r jj場

以上のような民唱にたって， 7) J 20 11から

~36~ 



アジアn山rfjJ易をはじめる O とりあえず，年
内まで， 1 JJに1[111， L曜・[1曜に行う予定

で，部代12[11]を巧えているO 地ノ七や!HJ占-ti，

1 J-'政の怠凡があえば，夏休みなどには増やす

こともftJ能だろう O 最初jの7)] 20 [ J は日

の東遊|点|地にでかけて， r t!ll}Iまつり」の一
部として展開することを， dj民!日jと協議して
いる o 11J jには， [J本ケミカルシューズ工業

会の 1:_{{t{する「くっつ f祭Jが'た施されるが，

それをこのn山市場で、おこなう構想.!もfBてい
るO

場所は，新長川駅北t([lllj千翌日H事業|ズ域の事

業川似l没川地の~~(fl) (キ11/1115J I [ 2，化学セ

ンタービル跡地，約2000mつを，地不振興

のため，地ノじまちづくり協議会の要請にもと

づいて， 1i!) IIi rn-[111j}r IJから、ド1:だけ仇りておこ
なう O

2 ) j 4日に，推進協議会のメンバーと新聞

公募したボランティアスタッフを合めて50~，

ほどで実行委11会を結成して，以卜のような

{t:[lhjを検rHしているO 全[lhjの決定は 4} j 20 [ 1 
であり， その|時点で;11¥ J，I f希ι犯行ーを公持するO

凶 作[klナショナルデーで、の|快[lfJj会・料開教

'宇:など。

(凶作[klの ~ti物の ~I\樹祭を [)}J俄 I}íj にする O

(c) 欣 ii"I~l' I転'Fの利川による，長川の町、山み
はγ:サイクリングを実施する O

(d) インターネットによる発信

(e) 広報誌による，長打iの町、世み調査と地凶

化，特色のある自の日曜聞広の要請，紹介

承諾など。 FMわいわいによる報道など。

(f) 将米のアジアタウンの建物の側壁レンガ

として，個人名人りレンガによる寄付を公

募するO

7 .霧中

実は，私はアジア白山市場の実行委員長と

いう主立をtrtうことになった。しかし，どう

なるかまったく予測できない。多くの人々が

実行委員会に集まるなかで，何とかなるかと

!ぷわねば，イ本がもたない。

しかし，長災復興や戦災復興で，最も重要

なことは，街の将来のビジョンや夢を描くこ

とではない。それのためにみな努力すればよ

いのである。残念ながら，長災以後の長川の

flIでは行政のビジョンはづえされなかった。 再

開発や|メ[ifn整聞の子法が先に来て， ビジョン

が/J~ されないため，市民がこれを提不しよう

としているのである O ネFllJiアジアタウンは，

r1iIえによるrfj以のビジョン捉ぶであり，一つ

の実験ではなかろうか。

(もりくり しげかず・大阪外国語大学)
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